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研究成果の概要： 
特別推進研究（COE）「前近代日本史料の構造と情報資源化の研究」（平成 12－16年度）の成
果の上に、日本前近代史料の国際的利用環境の構築を行った。特に、欧文日本古代史料解題辞

典オンライン版公開、応答型翻訳支援システム改良とグロッサリー充実、平安遺文未収除外文

書のデータベース化、天皇皇族実録綱文データ作成、米国とスウェーデンにおける 3回の漢文
ワークショップでの古代・中世史料翻訳の共同研究、などの成果を得た。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
平成17年度 9,600,000 2,880,000 12,480,000 

平成18年度 9,900,000 2,970,000 12,870,000 

平成19年度 9,200,000 2,760,000 11,960,000 

平成20年度 8,200,000 2,460,000 10,660,000 

  年度    

総 計 36,900,000 11,070,000 47,970,000 

 
研究分野： 人文学 
科研費の分科・細目： 史学・日本史 
キーワード： 日本史、前近代史料、日本史グロッサリー、応答型翻訳支援システム、日本前
近代史料の国際的利用、歴史情報、平安遺文除外未収文書データベース、欧文日本古代史料解
題辞典オンライン版 
 
１．研究開始当初の背景 
東京大学史料編纂所の歴史情報研究グル
ープは、文部科学省中核的研究拠点形成プロ
グラム(平成15年度より特別推進研究(COE))
｢前近代日本史料の構造と情報資源化の研
究｣(平成12－16年度。研究代表者:石上英一。
研究拠点名｢前近代日本の史料遺産プロジェ
クト｣Japan Memory Project:JMP)を実施し、
日本前近代史料(古代－明治維新期)に関す
る歴史情報研究拠点形成の研究を推進した。
この研究成果の上に、前近代日本史料とその
統合的データベースシステムのさらに高度

化した国際的利用環境を構築するために、科
学研究費補助金基盤研究(A)「日本前近代史
料の国際的利用環境構築の研究」(平成 17－
20年度)により研究を推進することにした。 
 
２．研究の目的 
(1)前近代日本史料及びその統合データベー
スを欧米諸国で研究･教育に効率的に使用で
きるようにする。 
(2)国際的な日本前近代史料研究の基礎とな
る日本史グロサッリー、史料データベースの
充実を図る。 
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３．研究の方法 
(1)国際的協同研究の実施 
①｢前近代日本の史料遺産プロジェクト｣に
より学術交流関係を深めた欧米の研究者と
協同して古代中世史料の解読と英文翻訳を
行う漢文ワークショップを実施する。 
②｢前近代日本の史料遺産プロジェクト｣が
支援して作成された欧文日本古代史料解題
辞典オンライン版のデータベース公開を行
う。 
③国際的な研究集会等において、日本前近代
史料研究の成果を報告する。 
 
(2)東京大学史料編纂所の歴史情報データベ
ースシステム（SHIPS）を利用して日本前近
代史料の国際的利用の推進のためのデータ
ベースのコンテンツ作成研究を行う。 
①日本史料を構文解析し英仏独語のグロッ
サリーを表示する応答型翻訳支援システム
の改良（構文解析・検索機能改良、オンライ
ン・グロッサリー登録機能開発）とグロッサ
リーの充実を行う。 
②古代史料の高度利用環境整備のために、平
安遺文除外未収文書をデータ化し、平安遺文
フルテキストデータベースから公開する。 
④行書体・草書体で書かれた日本史料の解読
を容易にするための電子くずし字字典につ
いて、国際的な研究環境を考慮した利用方法
の高度化を行う。 
⑤国際的な日本近世研究の基盤整備のため
に、近世編年史料データベースの柱となる天
皇皇族実録の綱文データ整備と検索機能改
良を行う。 
⑥大日本史料総合データベースの中世部分
のデータ整備（「史料稿本」画像とのリンク）
を行い、大日本史料未刊部分の編年史料研究
の環境を整備する。 
 
４．研究成果 
(1)研究成果報告書の刊行 
 2009年 3月、「東京大学史料編纂所研究成
果報告2008-3」として『日本前近代史料の国
際的利用環境構築の研究』（全 358頁）を刊
行した（以下、「報告書」と称す） 
 
(2)国際的協同研究の成果 
①2007年7月16日－8月10日、米国・南カ
リフォルニア大学(USC)歴史学科 Joan 
Piggott教授が開催した’The 2007 Summer 
Kambun Workshop’に研究代表者石上が共同
研究者として参加し、USC及び米国諸大学の
若手研究者と平安時代史料の解読と翻訳の
研究を行った。翻訳成果は、報告書及び USC
のKambun Workshopのホームページから公開
されている。 
②2008年 7月 14日－8月 8日、米国・南カ

リフォルニア大学(USC)歴史学科 Joan 
Piggott教授が開催した’The 2007 Summer 
Kambun Workshop’に研究分担者遠藤が共同
研究者として参加し、USC及び米国諸大学の
若手研究者と平安鎌倉時代史料の解読と翻
訳の研究を行った。翻訳成果は、報告書及び
USCの Kambun Workshopのホームページから
公開されている。 
③2008年 7月 7日－25日、スウェーデン・
王立工科大学（KTH）言語コミュニケーショ
ン学科 Yoko Takau-Drobin講師が開催し
た’The 1st European Kanbun Workshop’
に研究分担者石上が共同研究者として参加
し、ロンドン大学 Timon Screech教授や英
国・ドイツ・エストニア等の若手研究者と平
安時代史料の解読と翻訳の研究を行った。翻
訳成果は、報告書に掲載されている。 
 
(2)日本前近代史料の国際的利用の推進のた
めのデータベースのコンテンツ作成研究 
①データベースは、東京大学史料編纂所歴史
情報処理システムから公開している。 
http://www.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/ 

②「欧文日本古代史料解題辞典」(Dictionary 
of Sources of Classical Japan (DSCJ) 
/Dictionnaire des sources du Japon 
classique Dictionary)のオンライン版のデ
ータベース公開を平成17年9月に公開した。 
③応答型翻訳支援システムの改良を行った。 
1．平成17年度には、語彙多重検索機能、構
文解析によらないグロッサリーの直接全
文・語彙検索機能を整備した。 
2．平成20年度には、セキュリティー機能強
化版オンライン・グロサッリー登録システム
の開発を行った。 
3．グロッサリーの整備・補充と欧米刊行研
究書のグロッサリーの利用許諾手続き、グロ
ッサリーの整備（データ補充、年号データ入
力等）を行った。USCの漢文ワークショップ
で作成されたグロッサリーは、応答型翻訳支
援システムのシステム辞書に登録された。 
④平成 17年度、大日本史料データベースに
関して、中世編年史料綱文データの史料稿本
画像とのリンクの整備を行った。 
⑤『平安遺文』除外文書の情報化について、
平成17－20年度、新訂増補国史大系所収の
類聚三代格・弘仁格抄・延暦交替式・貞観交
替式・新抄格勅符抄・法曹類林・類聚符宣抄・
続左丞抄・別聚符宣抄・政事要略・朝野群載・
本朝文粋・続本朝文粋の総計7258件の全文
データを作成した。このうち、類聚三代格・
弘仁格抄・延暦交替式・貞観交替式・新抄格
勅符抄・類聚符宣抄・別聚符宣抄・政事要略
は平成15年11月に出版社との覚書を取り交
わして、平安遺文フルテキストデータベース
から公開した。残りは平成21年夏に公開の
予定である。総目録は、報告書に掲載した。 



 

 

⑥平安遺文未収文書の収集については、平成
17－19年度に『続群書類従』所収平安時代文
書672件を収集して情報化し、平成17－20
年度に『大日本史料』第一編6－24・補遺3･
4、第二編17－29から未収文書を収集し情報
化し、平安遺文フルテキストデータベースか
ら公開した。データ一覧は報告書に掲載した。 
⑦天皇皇族実録綱文データベースについて
は、平成17－19年度に綱文データの入力を
行い、平成20年度に天皇皇族実録データ公
開に対応した近世編年データベース検索画
面の改良を行い、近世編年データベースから
公開した。報告書参照。 
⑧電子くずし字字典データベースの高度化
については、平成17－19年度に、「代表的文
字画像」の選定作業を行い、同データベース
の利用方法の高度化をはかった。報告書参照。 
 
(4)日本前近代史料の国際的利用のための各
種研究集会の開催と報告 
①国際的利用環境構築の意見交換・広報のた
めに、次の会議を開催した。 
1．2006年4月7日、米国・アジア研究協会
(AAS)2006年大会の関連会議として、’Japan 
Memory Project of Historiographical  
Iinstitute’を開催した。 
2．2008年4月5日、米国・アジア研究協会
(AAS)2008年大会の関連会議として、’Japan 
Memory Project and Kambun Workshop’を開
催した。 
②国際研究集会「正倉院文書の国際的・学際
的利用」の開催 
平成19年11月10日、SHIPSの奈良時代古
文書フルテキスト DBの国際的利用促進のた
め、韓国・高麗大学宋浣範研究教授、フラン
ス・高等研究院Charlotte Von Verschuer教
授を招き、「正倉院文書の国際的・学際的利
用」を、正倉院文書研究会・正倉院文書デー
タベース作成委員会・21世紀 COE｢古代日本
形成の特質解明の研究教育拠点｣と共同で大
阪市立大学交流センターで開催した。 
③国際学会・国際研究集会で、研究成果の報
告を行った。（学会発表の項参照） 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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〔その他〕 
以下のデータベースは、東京大学史料編纂
所データベース SHIPS for インターネット
（http://www.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/）か
ら公開されている。 
 応答型翻訳支援システム 
欧文日本古代史料解題辞典データベース 
平安遺文フルテキストデータベース 
 平安遺文未収文書・除外文書データ収録 
大日本史料総合データベース 
近世編年史料データベース 
 天皇皇族実録綱文データ収録 
電子くずし字字典データベース 
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